
こども応援ネットワーク埼玉

①子供の貧困の現状

埼玉県知事記者会見 ①

親から子へと貧困が連鎖

教育・体験機会の喪失 ・・・人生の選択肢を狭めてしまう

7人に1人の子供が貧困状態

当たり前の生活が営めない状態

例： ・３食きちんと食べられない
・部活動の道具が買えない
・机がないなど学習環境が悪い

92.0 94.0 95.0 94.0

73.0

84.0 83.0 81.0

小1･2 小3･4 小5･6 中1･2

（％）

貧困の状態が続くと・・・

学力格差

頑張る力の格差

勉強・スポーツの意欲

上段 貧困でない世帯
下段 生活保護世帯

上段 一般世帯
下段 生活保護世帯

日本財団 調べ
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
「誰も置き去りにしない社会」を目指して

日本財団 調べ



埼玉県知事記者会見 ②

こども応援ネットワーク埼玉

②子供の居場所づくりを広げる

「子ども食堂」などの「居場所」づくりを広げる

164か所
（H30.8末時点）

→  800か所へ

会員数

「こども応援ネットワーク埼玉」

民の動き

目標

方策県の取組

ジュニア・アスポート教室（小学生向け学習生活支援）

Ｈ２２～ アスポート教室 （中学生・高校生向け学習支援）

Ｈ３０～

+学習支援 生活支援 体験活動 食育 誰でも会員になれる

地域の皆さんの「居場所づくり」を県が応援

１２３
か所

平成２９年
８月末日現在

７６
か所

平成３０年
８月末日現在

埼玉県居場所実態調査

県内の「子ども食堂」 1年で1.6倍に広がる

自主的な取組として

多様な形で展開

県

企業

ＮＰＯ

フードバンク

学校

地域団体

市町村

子ども食堂

社協

個人

寺社

社福

昨年１２月からの２か月で
会員数が順調に拡大！

２０４会員会員数子供の「自己肯定感」を育む「居場所」



埼玉県知事記者会見 ③

こども応援ネットワーク埼玉

③民の力で取組が広がる

ボックス設置

４０か所

コンビニによる
職業体験型子ども食堂

・県内3つのオーナー店舗で実施

・バックヤード見学やレジ打ち体験

・2月1日に全国展開発表

体験各地で広がるフードドライブ活動

・得意先にフードドライブボックスを設置

・提供された食材を子ども食堂へ寄贈

明治安田生命保険相互会社
越谷支社（草加市）

・市役所市民ホールで実施

・学習支援教室や子ども食堂へ提供

場所 食品

得意先に寄贈ボックス設置 市役所の庁舎内で実施

フードバンクいるま
入間市役所（入間市）

株式会社ファミリーマート
埼玉ディストリクト（県内）

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj3qeXkzO_gAhXFerwKHQtfCxcQjRx6BAgBEAU&url=https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/corporate_info/about/index.html&psig=AOvVaw2uTIuzoswVTg5D2U3E6dq5&ust=1552033294852773


埼玉県知事記者会見 ④

こども応援ネットワーク埼玉

④会員活動を県が応援

困窮ひとり親世帯へ食料を無料配付

畑付き子ども食堂

・シニア男性が発起人

・4月開催に向け準備中

食品

仲間

お寺向け子供の居場所セミナー開催

・佛教会の全会員に案内

場所

子ども食堂

４か所にマッチング

130人参加

加須子育て応援フードパントリー （加須市）

県のマッチング

・ひとり親50世帯が利用

・悩み聞く居場所

・フードバンクを紹介
・子供の貧困学習会を開催

畑こども食堂プロジェクト （さいたま市）

県のマッチング

・フェイスブックでメンバー公募
・24時間以内に８名が参加表明

衣料子供服３００着 子ども食堂へ寄贈

・４つの子ども食堂に寄贈

清香(株)つるやクリーニング （さいたま市）

県のマッチング

・寄贈先の子ども食堂を紹介

県のマッチング

・お寺による子ども食堂・お供え物の提供事例をプレゼン
・子ども食堂を始めたいお寺に指導者を紹介

埼玉県佛教会

食品



埼玉県知事記者会見 ⑤

こども応援ネットワーク埼玉

⑤会員活動を始めたい方へ

会員になって、小さなことから、始めてみませんか！？

支援先や活動先を県がマッチングし活動を後押し

会員の取組をフェイスブックやウェブで発信

県の応援①

県の応援②

フェイスブックは

ファンが３，０００人超える

子供の居場所

県がマッチング
①ウェブで登録フォームをダウンロード

③メールかファックスで登録フォームを送信
e-mail  kodomoouen@pref.saitama.lg.jp

ファックス ０４８－８３０－４７８４

★お問い合わせ先
こども応援ネットワーク埼玉 事務局
埼玉県福祉部企画幹 電話 ０４８－８３０－３２０４

こども応援ネットワーク埼玉 検索

②10種類の活動メニューからやりたい活動を選ぶ

無料会員登録 受付中！

【会員登録方法】

寄付したい
食材を
提供したい

空き家を
使ってほしい ボランティアを

近所でしたい

mailto:kodomoouen@pref.saitama.lg.jp

